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地域共生社会に向けた求められる地域貢献事業について

社会福祉法人　ミッドナイトミッションのぞみ会（千葉県）

住 所 〒 293-0023
千葉県富津市川名 1436

TEL 0439-87-9381

URL

経 営 理 念 私たちは、福祉サービスを求める人々の人格と権利を尊重し、キリストの教えに従い、最
適な福祉サービスの提供を約束します。

事 業 内 容
及 び 定 員

婦人保護施設	 １か所
養護老人ホーム	 １か所
特別養護老人ホーム	 ２か所
児童養護施設	 １か所
就労継続支援事業	 １か所
乳児院	 １か所
情緒障害児短期入所療育施設	 １か所
高齢者在宅福祉事業	 各１か所
	 他

収 入
( 法人全体 )
平成28年度決算

①　社会福祉事業	 1,577,271,775 円
②　公益事業	 74,597,930 円
③　収益事業	 0 円

職 員 数
（法人全体）

299 名（非常勤含む）

当 面 す る
経 営 課 題

・職員の確保
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当法人の働きは、太平洋戦争後の混乱した日本社会にあって、不幸な境
遇に陥っていた女性たちを救うため、はるばるドイツから送られてきたＭ・Ｂ・
Ｋミッションの婦人宣教師たちによって、婦人更生運動がスタートしました。
婦人宣教師たちは助けを必要とする人たちにイエス・キリストの愛を伝えよう
としました。イエス・キリストの愛をもって人々に仕えること、それが婦人宣教
師たちの働きでした。これが今日までの、望みの門の精神となっております。

後に、日本基督教団の木下弘人牧師を中心として、ドイツをはじめとする
各国のキリスト教者たちに呼びかけ、内外の人々の協力、祈りと献金により、
婦人保護施設「望みの門学園」が誕生しました。

その後、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、知的障害者授産施設、
障害者グループホーム、児童養護施設、乳児院、高齢者在宅福祉事業、千
葉県単独総合相談事業、近年では情緒障害児短期治療施設等が建設運
営され現在に至ります。

今日では、地域ニーズに合った総合社会福祉施設となり、社会的な使命
を果たし、地域になくてはならない存在となりました。

社会福祉法人ミッドナイトミッションのぞみ会創立の原点

地域共生社会に向けた求めら
れる地域貢献事業について

社会福祉法人ミッドナイトミッションのぞみ会 （千葉県）
(千葉県単独事業 中核地域生活支援ｾﾝﾀｰ君津ふくしネット）
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・事例Ⅰ

娘２人承諾殺人事件、被告父の地域移行

・事例Ⅱ

２５歳男性の両親への暴力、保健所職員と協働し病院受

診などを助言するも傷害事件に発展

・事例Ⅲ

２８歳男性障害者グル－プホームを自発的に退所後、行

き場がなく一時的に保護

中核地域生活支援センター君津ふくしネット相談事例

平成１６年３月、「千葉県地域福祉計画」の策定に基づき、「誰もがありのままに、
その人らしく地域で暮らすことができる地域社会」の実現をめざし、「誰でも、どん
なことでも、いつでも」相談できる機能を持ち、２４時間３６５日体制で、対象を限
定しない包括的相談支援として、子ども、障害者、高齢者等の家庭・地域での生
活に関する相談と権利擁護を図るため、地域総合コ－ディネ－ト、市町村バック
アップ、権利擁護の各事業を展開し、総合的な対応を行う地域福祉のセーフ
ティネットとして、広域的、高度な専門性をもった寄り添い支援をおこなう、千葉
県中核地域生活支援センター事業（保健福祉１３圏域）の君津圏域（袖ケ浦市・
木更津市・君津市・富津市）を県から当法人が受託、同年１０月より「中核地域生
活支援センター君津ふくしネット」として事業を開始し、現在まで運営しておりま
す。
近年の働きでは、平成２７年度生活困窮者自立支援法施行に伴い自立相談

支援機関が全国的に動き始めるまでは、当県では、この事業のなかで生活困窮
者自立支援を展開してきました。結果、君津市から平成２７年度から生活困窮者
自立支援法施行に伴う自立相談支援機関「生活自立支援センターきみつ」の運
用を当法人受託につながりました。これも、これまでの中核地域生活支援セン
ター君津ふくしネットの実績が認められたからと思っております。

社会福祉法人ミッドナイトミッションのぞみ会地域福祉事業
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制度で対応できない課題、身近な地域で声を
あげにくい課題を、我が事・丸ごとの「地域共生社
会の実現」に向けての地域づくりをどのように進め
ていくのか。今後、当法人は、中核地域生活支援
センター事業も含め、どのように、どのようなものを
地域に貢献していく事業として位置づけていくか、
議論をふまえながら、地域の意見、求めを模索し
身近な地域にフィットした事業展開をしていきたい
と考えます。

地域共生社会の実現に向けた
求められる地域づくりについて

７月21日（金）千葉市生涯学習センターにて五回目を迎
えた、「中核地域生活支援センター大会 in 2017 若者たち
の見えない貧困を考える～『我が事・丸ごと』の仕組みづくり
に向けて～」が、約300名の方にご参加いただき開催されま
した。

今大会では、若者の生活の中にある、制度では対応でき
ない課題や身近な地域では声をあげにくい課題に対し、我
が事・丸ごとの地域共生社会の実現に向けた議論をふまえ
ながら、どのような地域づくりが求められるのか意見交換が
おこなわれました。

中核地域生活支援センター大会ｉｎ２０１７を終えて
実行委員会事務局 君津ふくしネット
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地域共生社会に向けて求められる
地域貢献事業について千葉県富津の

社会福祉法人ミッドナイトミッションのぞ
み会を母体法人とする、千葉県単独事
業、中核地域生活支援センター 君津

ふくしネットからの発信でした

ご清聴心より感謝申しあげます


